
1986年に活動を開始した市民のNGOです。国籍や宗教、民族にとらわれず、パレスチナと中東地域の平和を
願い、そこに生きる子どもたちが希望を持って成長できるように、教育・保健・福祉分野での支援と人権擁護を
進めています。また、コミュニティの強化と自立的発展に協力しています。

�会費（年会費）：4,000円、6,000円、10,000円（※ご都合にあわせて、金額をお決めいただきます）
�会報「サラーム」や随時のお知らせなどをお送りします。詳しくはお問い合わせ下さい。

ご寄付・募金を常時受付しております。下記の口座にお振込みください。
郵便振替口座 ［00160-7-177367］／みずほ銀行 高田馬場支店 ［普通8030448］
三井住友銀行 目白支店 ［普通6852351］／三菱UFJ銀行 目白支店 ［普通0152056］
銀行からの送金の場合は、領収書をお出しするために、ご住所とお名前をメールやファックスなどでお知らせ
下さい。会費のお振込みも上記の口座をご利用下さい。
クレジットカードでもご寄付いただけます。詳しくはホームページ https://ccp-ngo.jp/ をご覧下さい。

パレスチナ子どものキャンペーンは寄付金の税金控除を受けられる認定NPO法人です。税金控除には、当会
発行の領収書をつけて確定申告をして下さい。

特定非営利活動法人 パレスチナ子どものキャンペーン（認定NPO法人）

〒161-0033  東京都新宿区下落合3-12-23 豊ビル4階／Tel 03-3953-1393／Fax 03-3953-1394
Eメール  info@ccp-ngo.jp／ホームページ  https://ccp-ngo.jp/

Face book  パレスチナ子どものキャンペーンnew／Twitter  @ccp-ngo
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　昨年秋の台風15号と19号の被害は広範囲にわたり、
被害状況はどこも深刻です。福島県いわき市では、夏井
川、好間川などが広範な地域で氾濫し、9人の方が犠牲
となったほか、住宅密集地で4000世帯以上の家屋が床
上浸水し、その後も断水などが継続しました。　　
　夏井川沿いの平窪地区、小川地区では、数千世帯が
床上浸水したため、1階を開け放したまま2階で生活して
いる家族が非常に多く、寒さの厳しい冬場をどうしのい
でいくかが課題です。東日本大震災時に比べ、支援物
資もボランティアの不足も目立ち、高齢者世帯が多いた
め、床上浸水した家屋の家財の運び出しや清掃、ごみ処
理なども長引いていました。

　東北6県で仙台市に次ぐ人口を抱え、被災範囲が非常
に広かったいわき市には、福島原子力発電所事故の被
災者が多く避難しており、二重の被災者も多いようです。
　11月12月には職員やボランティアが現地での清掃活
動などに参加したほか、12月と2月には平窪地区で炊き
出しを行い、多くの方たちに温かいおうどんと果物やお
菓子を提供しました。会場で食事される方のほか、家族
の分を鍋に入れて持って帰られる方もおられ、皆さんか
ら「暖まる」「おいしい」と言っていただけて大変良かっ
たです。ピースボート災害支援センター、アーユス仏教国
際協力ネットワーク、あけの星会などからのご協力に感
謝します。

いわき市での
支援活動


